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本書の特徴

・１９６０年代より継続して刊行

・各国の原子力事業者、原子力機関、

関係当局へのアンケート調査に

基づき集計

・グロス電気出力３万ｋW以上の

発電炉を対象

・２０10年1月1日現在のデータを取り

まとめ
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世界の運転中原子力設備は128.5万ｋW減少、
 一方、着工、計画入りは増大

 政策転換国も含め、新たな助走期間に
・世界で運転中の原子炉

 
４３２基、３億８，９３８万ｋW

・日本の泊３（９１．２万ｋＷ）が営業運転開始

・リトアニア唯一の原子炉・イグナリナ２（１５０万ｋW）が閉鎖

２００９年の特徴：

・中国の建設ラッシュ、建設中原子炉基数が倍増

・ロシアも着実に新設計画を推進中
・UAEが新たに計画国入り
・ベトナム国会が建設計画を正式承認
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建設中
 
14基・約1,700万ｋＷ増、

 合計で66基・約6,500万ｋＷに

・ロシアと中国で新たに15基・1,827.9万ｋＷ

ロシアで着工した計画

ノボボロネジⅡ－２号機

(120万ｋＷ級・VVERｰ1200/AESｰ2006）

ロストフ３号機

(100万ｋＷ・

 
VVER-1000）

動的+静的安全システム（余熱除去系）、二重格

 納容器、コリウム・キャッチャー付き、地震、津

 波、航空機衝突事故等を想定

第３世代+
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建設中
 
中国の新規着工

 国産CPR、AP1000、EPRが主流に

・AP１０００が世界で初めて着工（第３世代プラス）

海陽１、２号機、三門１、2号機

・EPRがフィンランド、仏に次いで着工（第３世代プラス）

台山１、２号機

・国産CPR１０００：
（仏の第２世代炉技術をベースに広東核電集団有限公司が

国産化、第２世代・改良型）

陽江２～6号機

・国産CNP１０００：（中国核工業集団公司が中心に自主技術開発、第2世代）

方家山２号機（秦山Ⅰの拡張）、福清２号機
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計画中
 

8基
 

900万ｋＷ増加
 合計で74基・7,460.5万ｋＷ

5か国で新たに23基・2413．2万ｋＷ

・中国で10基・902.2万ｋＷ

・ロシアで4基・451万ｋＷ

・UAEが新規に計画国入り

4基・560万ｋＷの建設計画を韓国に発注

・ベトナムで合計で4基・400万ｋＷ分の計画を

国会が承認

・チェコがテメリン３、４号機建設計画で入札中
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中国の
 新しい原子力サイト

・昌江サイト（海南省）
 CNP600型炉×2基

（調査期間後の
 

4月
 

25日に
1号機が着工）

・防城港サイト（広西省）
 CPR1000型炉×2基

・桃花江サイト（湖南省）
 100万ｋＷ級PWR×2基

中国初の内陸部建設

・石島湾サイト（山東省）
20万ｋＷ

 
HTR×１基

●

●

●

●

計画中
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ロシアで
 判明した建設計画

・バルチック１、２号機
（新規サイト、AES-2006）

（調査対象期間後の2010年
2月25日着工、2016年以降
完成予定、周辺各国への
輸出を想定）

・レニングラードⅡ-４号機
（同Ⅱ-2号機が2010年4月15日

に着工）（両機ともAES-2006）

・ロストフ4号機
（同2号機が2010年３月18日に送
電開始）(両機ともＶＶＥＲ１０００）

計画中
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UAE、初の
 原子炉建設で韓国を選定

・140万ｋＷ級・ＡＰＲ１４００×４基の設計・建設、

 起動で２００億ドル

・原子炉の運転支援、機器取替え、共同検査で
２００億ドル

・韓国電力（ＫＥＰＣＯ）チーム
サムスン物産、現代建設、斗山重工業、
韓国水力原子力（ＫＨＮＰ）、韓国電力技術
（ＫＯＰＥＣ）、韓国原子力燃料（ＫＮＦ）、

 
韓電機工（ＫＰＳ）、ウェスチングハウス

・建設候補地：アブダビ首長国 西部、ブラカ
（ルワイスの西南西約53ｋｍ）

・１号機・・・・２０１２年後半着工、１７年運開
・２号機・・・・２０１３年後半着工、１８年運開
・３号機・・・・２０１９年運開
・４号機・・・・２０２０年運開

計画中
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ベトナム国会が4基、
 400万ｋＷの建設計画を承認

・2009年11月25日、国会は政府の特別諮問委が審議・
 修正したプレＦＳ（投資報告書）を賛成77％で可決

①ニン･トゥアン省の２サイトで各２００万ｋＷ

②最も先進的で安全、かつ実績と経済性のある軽水炉
③予算は約２００兆ドン（約１兆円）
④ニン・トゥアン第一・１号機は2014年着工、２０２０年運開

2号機は2015年着工、２０２１年運開

・建設計画の発注条件

①先進的で安全が実証された技術の提供

②資金融資協力
③燃料供給の保証
④放射性廃棄物の処理・処分
⑤ベトナム人による運転を可能にする人材育成支援

計画中
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チェコのテメリン発電所
 ３、４号機増設計画

・第３世代、同+のＰＷＲ、出力100万ｋＷ以上
ウェスチングハウス社（AP1000）、アレバ社の企業連合（EPR）

ロスアトム社とチェコのスコダ社（ロシア型軽水炉）

・開発スケジュール
2009年8月、入札手続き開始
2011年までにメーカー選定
2020年頃、完成へ

・その他（関連計画）
スロバキアと共同で、同国にボフニチェ5号機建設を計画

2009年１２月、ＪＥＳＳ社設立を承認

（スロバキア国営ヤビス社５１％、チェコ電力４９％）
2010年中にＦＳ
2013年頃、出力100万～160万ｋＷの西欧製原子炉を着工
2020年頃完成へ

計画中
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インドの新規建設計画の進展状況①
 国産加圧重水炉（PHWR)

・建設中：

ラジャスタン5号機（ＰＨＷＲ，２２万ｋＷ）
12月22日に送電開始、調査対象期間後の2010年2月4日に営業運転開始

ラジャスタン6号機（ＰＨＷＲ，２２万ｋＷ）
2010年1月23日、初臨界達成

カイガ４号機（ＰＨＷＲ，２２万ｋＷ）

・計画中：

ラジャスタン7、8号機（各ＰＨＷＲ，70万ｋＷ）、近々に着工予定

カクラパー3、4号機（各ＰＨＷＲ，70万ｋＷ）

2009年4月～2010年3月の経済成長率、7.5％
2032年までに原子力設備を6,300万ｋＷに
2050年には原子力設備を4億7,000万ｋＷに 海外から

 
100万

ｋＷ級原子炉、
３０基導入へ
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インドの新規建設計画の進展状況②
 海外からの原子炉導入

2008年9月、原子力供給国Ｇｒ｡（ＮＳＧ）がインドへの禁輸解除

～10月、仏国、米国と二国間協力協定に調印

2009年1月、カザフスタン、

 
９月、モンゴル、ナミビア、

1０月、アルゼンチン、1２月、ロシア

2010年1月、韓国と協定締結に向けて交渉開始で合意

2月、英国と原子力協力宣言

サイト毎の海外原子炉割当て
・ジャイタプール：仏国製ＥＰＲ２基以上（最大６基）

・クダンクラム、ハリプール、他一か所：ロシア製ＶＶＥＲを各６基

・ミティビルディ、コバダ：米国製原子炉
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インドの新規建設計画の進展状況③
 国内供給チェーン整備

・印原子力発電公社（NPCIL)とラーセン＆トゥブロ（L&T)社

ハジラで特殊鋼と超重量鍛造品製造の合弁企業設立
（2010年1月9日に設立式典）

・仏アレバ社
大型鍛造施設建設でMOU（バラット・フォージ社）
天然ウラン供給契約（印原子力省）

・カザトムプロム社
ウラン供給契約（NPCIL)

・ロシア
燃料ペレット供給契約（印原子力省）
VVER機器供給でMOU（ラーセン＆トゥブロ社）

・ウェスチングハウス社
AP1000などのモジュラー工法に関する協力覚書（L&T）

・GE日立ニュークリア社
135万ｋＷ・ABWRの建設に向けた技術協力で合意（バーラト、NPCIL）
ABWRの機器製造およびシステム供給に向けてMOU（L&T）

・加AECL、英フォージ・マスターズ、英AMEC、韓国電力
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インドの新規建設計画の進展状況④
 高速炉・トリウムサイクル計画、

・国内資源としてウラン（U)が乏しく、トリウム（Tｈ）が豊富という条件

①天然UをPHWRで燃焼、使用済み燃料の再処理でPu回収

②Puと減損UをThとともに高速増殖炉（FBR）で燃焼、

再処理してPu-239（核分裂製）とU-233(核分裂性）を得る

③U-233、Th－232をFBRで燃焼、U-233を得て、FBRで

リサイクルしU-233を得る

・カルパッカムで出力50万ｋＷのPFBR(高速増殖炉・原型炉）を建設中

2010年9月に臨界、2011年3月に運開予定（②段階で利用）

３
段
階
計
画
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米国の新規建設計画の進捗状況①

・2010年1月現在：
建設・運転一括認可（ＣＯＬ）申請、18件・28基

・2009年中に、フロリダP&L社がターキーポイント６、７号機
建設計画で申請

・資金調達問題で、審査が中断する計画が出現
キャラウェイ計画（アメレンUE社）、ビクトリア郡計画

（エクセロン社）、ナインマイルポイント計画（ユニスター社）

 
ターキーポイント計画（FPL社）

・炉型変更のため、審査中断
グランドガルフ計画とリバーベンド計画（エンタジー社）

・2010年1月27日、オバマ大統領、原子力を低炭素電源扱いに
2月１日の予算教書で政府融資保証枠の３倍増を提案
2月16日、ボーグル３、４号計画に初の融資保証、適用発表
（2009年3月にサザン社がウェスチングハウス社にEPC契約の実施通達、

8月に米規制委が事前サイト許可、建設準備作業実施許可を発給済み）
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米国の新規建設計画の進捗状況②
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米国の新規建設計画の進捗状況③

COL申請済み炉型と基数
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米国の新規建設計画の進捗状況④
 （その他の動き）

・ビクトリア郡計画（ABWR、エクセロン社）

2009年7月、ＣＯＬ審査を中断し、早期立地認可(ESP)取得へ方針変更
2010年3月、米規制委にESPを正式申請、COL申請を取り下げ

・カルバートクリフス3号機計画(EPR、ユニスター社）
2009年7月、アレバ社とＥＰＣ契約の条件議定書に調印

・サウステキサス・プロジェクト計画（ABWR、NINA社+CPSエナジー社)
2009年10月、東芝が米規制委からABWR供給業者の認定受ける
2010年2月、出資2社が建設費負担を巡る法廷闘争で和解

2010年５月、東京電力がNINA社に10％出資を計画

・レビィ郡計画（AP1000、プログレス・エナジー社)
2010年4月、COL取得前の建設準備作業を減速する方針

・ノースアナ3号機計画（ESBWR→US-APWR、ドミニオン社）
2010年５月、三菱重工製US-APWRの採用を内定
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原子力新規導入を検討している国

・リトアニア（ビサギナス：２～３基、2018～20年に運開）

・2009年12月、閉鎖したイグナリナ発電所隣接区域での計画で投資者募集の入札開始

・トルコ（アックユ：100万ｋＷ級×4基、2016～19年に運開）
・2008年9月、4回目の入札実施（ロシアとトルコの企業連合が応札）

2009年12月、入札結果をキャンセル
・2010年1月、改めてロシアと交渉開始、5月、ロシアと協力文書に調印

3月、シノップ・サイト計画の事前調査で韓国と協力議定書に調印

・ポーランド（合計出力600万ｋＷ、2020年～21年に運開）
・2009年8月、閣僚会議が原子力発電開発ロードマップを承認
・2009年11月、国営エネルギーＧｒ．がＥＰＲ建設のＦＳ協力でＥＤＦと覚書
・2010年3月、ＥＳＢＷＲ、ABWRでＧＥ日立と覚書、

候補サイト27か所を公表（ザルノビエクが有力）２サイトで各２～3基、
4月、AP1000でウェスチングハウス社と覚書

・ヨルダン（アカバ湾に70万～100万ｋＷを1基、2019年運開）
・2009年11月、建設前コンサルティングをウォーリーパーソン社に発注
（2009年12月、研究炉建設で韓国の企業連合を選定、出力0.5万ｋＷ、2014年完成予定）
・2010年5月、候補炉型を三菱重工のATMEA-1、ロシアのVVER、カナダEC６、に絞る（？）

・ほか、エジプト、クウェート、サウジアラビア、イタリア、インドネシア、タイ、マレーシア
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